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学生達に語ってきたこと

眞 弓 忠 範

What Has Been Told to My Students

Tadanori MAYUMI

私は2004年に大阪大学を63歳で定年退官後，神戸学
院大学薬学部に異動し，2011年に70歳で定年退職した。
40年以上にわたる大学研究室生活のなかで，わが愛すべ
き教え子たちとともに，日々研究上のディスカッション
はもちろん，人生論や，使命感，こころざし，思いやり，
謙虚さ，情熱，意欲など，思いのたけを語ってきた。そ
れらは要は後述するように「激烈に真の勉強をしなさい」
であった。日頃学生たちに何度となく語ってきたことを，
取り留めもなく思い出し以下にまとめてみた次第である。
そもそも近年の大学新入生たちは，なぜか入学する
や否や，異口同音に「早く社会で役に立つ専門の講義を
受けたい」と，大多数の教養科目を徹底的に軽視してし
まっています。然り而して，わが国における大学教育
は，礼儀や挨拶もできず，人としての心も魅力も持た
ず，情熱・意欲はおろかこころざしももたないまま，専
門知識のみを詰め込まれた学生を量産しているに過ぎ
ないのではないか，と憂えています。こういった学生を
次々と社会という戦場へ送り出し，次々と挫折してい
く。社会の荒波のなかで，人間として自らをさらに向上
させることができずに伸び悩んでしまうからです。
わが国のこれまでの教育は，あまりにもペーパーテス
トに偏り過ぎてきました。ペーパーテストには必ず決
まった答えがあり，机上の知識だけで解くことができま
す。しかし現実の社会ではそうはいきません。高齢化問
題や環境問題，震災をはじめとする災害など，実社会の
問題には，決まった答えや解き方がありません。欧米諸
国では，わが国で課外活動と言われているものすべてを
含めて総合的に学生諸君を評価・育成することが当然だ
とされています。すなわち「知育・徳育・体育」のバラ
ンスが取れた全人的な教育体制が重要なのです。体育
会・文化会の活動やボランティア活動なども教育のなか
で評価し，学生諸君の感性・資質を育てていくことが肝
要なのであります。専門知識だけを詰め込むのではな
く，その知識で何をなすべきかを考え行動することがで
きる，しっかりとした人間形成を行うための教育が最も

要求されている時代が21世紀でありましょう。
諸君は小学校から大学までの「学校」時代を通じて，答

えが必ず一つ存在するという極めて狭い世界で，ペー
パーテストのための勉強しか知らない環境で育ってきま
した。しかし諸君が社会で磨かなければならない能力，
「真の勉強」とはそのようなものではありません。一つの
問題に対して「ある概念のもとではこういう結論が得られ
るが，別の概念のもとでは別の答えもありうる」というよ
うに，諸君にわかっていただきたい最も重要なことは「答
えは必ず一つとは限らないという意識改革」であります。
答えはないかもしれないのです。「どれだけ異なった概念
のもとに，どれだけ異なった結論が導き出せるか」が重
要であり，現代社会が諸君に要求している知的能力とは，
これであります。「概念の世界で知的遊戯を楽しむ」ため
の「真の勉強」に目覚めましょう。ペーパーテストで点数
をとるための勉強ではなく，自分自身を人間として向上
させ，「知育・徳育・体育」のすべてで自分の能力を磨き
上げるための「真の勉強」に目覚めましょう。現代社会が
最も望んでいる人材は，こういった「真の勉強」から育成
されてくると思っています。次に重要なことは，そのよ
うにして得られた自分の答え・結論が「どれだけ他人と異
なっているか」を知ることです。諸君，他人と異なった考
えをもっている自分に価値を見いだし誇りをもちましょ
う。そして同時に，他人もまた各々異なった考えをもっ
ていることを誇りに思っていることを認めましょう。互い
に認め合ったうえで，次に重要なことは，その問題に関
して勇気を出して議論をしましょう。相手に自分の考え
を正確に理解してもらうためにも，的確な日本語を論理
的に話せるようになりましょう。論理的にきちんとした日
本語を話すことができなければ議論など到底できません。
感情だけが先に立ってしまう議論は不毛です。諸君の全
能力をかけて，口角泡を飛ばして良い意味での口論・喧
嘩をしましょう。こういったプロセスから生み出されて
くるものこそが，諸君の人生にとって何ものにも代え難
い「真の勉強」となってくると信じます。このようにして

  

これまでの研究を振り返って
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